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(1) 同転プラズマを作るためにfE概問にパノレス屯H:を印加して火花放屯号発~I.: させるが， このような直
交屯li波山仁1 1 でしかも強{i引討の作!日の下での火花放'むについて 1).JjXm氾)l刊、'J"['I:. は|リj確に'}えられていない。





















な変化を考慮して旋回中心の電場方向への変位から等価ガス圧 Pe を通常のガス圧 P に対して近似的に
Pe I"J V d 
P Vr 
として求めた。ここには Vd , Vr ばそれぞれ旋回中心の円周方向および半径方向の速度である。













実験した各放電パラメータの範囲では， 放電状況， 放電電流電圧特性， 空間F目立分布， イオン密度分
布，分光測定から明らかに 3 つの放電形式が存在し，との各放電形式問の遷移ば屯流，磁場， ガス圧の変
化によっておこることを示す。実験に使用したすべてのガス(ヘリウム，アルゴン，窒素，空気) につい
て，との一般的な傾向は同じである D




増加と共に陰極近傍の空間電位が上昇し， この部分での電離が可能になって“放電形式 ll" に移行する。
形式 E は間欠火花放電で，その放電断続の周期は放電電流(平均値)に逆比例し， 磁場の存在しないとき







すでに述べたように放電形式目は強磁場に特有であって，その陽極降下電仇 Va は， 陽極前方に形成さ
れる電子の空間電荷(電子さや) の長さが磁場 B によって変化することを考慮して
V~ =( 2eVi ¥ 2 iL.B 3 =(一一一- ¥ doB 
\立1 I 
で示し，この関係から形式 E の放電特性を定量化し，実験結果とほぼ妥当な一致をねることが出来た。 ま
た探針特性における電子飽和電流とイオン飽和電流の比および衝突によるエネノレギー損失の平均比率は街
突拡散を前提として求めたものが実験値を満足することから，形式 E での電子の磁場を横切る電場方向へ





















験的に研究したもので，本文 6 編よりなっている D
第 I 編は序論であって，同1j豆プラズ、マを作るためには ltl:交電磁場中に放電を発生させるととが必要であ
るが，従来の研究は比較的弱い踏切の範囲内に限定され，プラズ、マのとじ込めと加熱を目的とするような
数キロガウス以上の強磁場-での放電機構の研究は発表されたものが少ない。 このような見地から本論文は
数種の気体について最高磁場 13 ， 500ガウス，最大電流 3 ， 000アンペアまでの範囲で， 放電電圧特性，電圧
印加時の放電の遅れ，放電形式等を r~l心に回転プラズ、マの某礎的研究を行なったものであるととを述べて
いる。
第 E 編では，軸方向に磁場の作用する同軸円柱状電極聞にパノレス電圧を印加したときに発生する火花放
電の放電電圧特性，放電の遅れおよび空間電位分布について得た実験結果と磁場の影響を論じている口
第目編では，放電現象に対する磁場の影響を明らかにするために放電電流を数ミリアンペアに制限した
自続放電をとりあげ，磁J易のない場合の放電形式と比較検討している。
第百編では，本研究のプラズ、マ定数測定に使用した電気探針法について磁場のある場合の問題点を検討
している。
第 V編はプラズマコンデンサの，充放電同路に帰入される真空火花ギャップスイッチについてその動作特
性を吟味している。
第町編は結論として，本研究によって I~J らかにされた点を要約して述べている。
要するに本論文はプラズ、マのとじ込めと加熱およびプラズマコンデンサに現われる直交電磁場中の放電
発生機構を究明したもので，その結果，強磁場の作用する場合の火花放電特性の空間的， 時間的変化の過
程を明らかにし，また白続放電に関して，磁場のある場合の放電形式の分類を提案し， プラズマコンデン
サの損失機構，プラズマの異常拡散に通ずる不安定性を指摘した口 これらはプラズマ工学上寄与するとと
ろが大きい口
よって本論文は学位論文として価値あるものと認めるの
